
　

テ
イ
ン
セ
イ
ン
政
権
の
改
革
の
最
大

の
成
果
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
国
際
社
会

に
復
帰
さ
せ
、
再
び
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

に
参
入
し
て
い
く
国
際
環
境
を
整
え
た

こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
ア
メ
リ
カ
と
の

関
係
改
善
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
は
、
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
世
界
の
市
場
、

資
本
、
技
術
、
経
済
協
力
へ
の
ア
ク
セ

ス
を
回
復
し
、
高
成
長
を
目
指
す
国
際

環
境
を
得
た
。

　

新
た
な
国
際
環
境
に
お
け
る
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
成
長
戦
略
は
な
ん
で
あ
ろ
う

か
。
一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
の
東
ア

ジ
ア
新
興
国
の
経
験
を
み
れ
ば
、
途
上

国
が
世
界
経
済
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
な

く
高
い
成
長
を
実
現
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
、
東
ア

ジ
ア
に
は
健
全
な
輸
出
部
門
を
持
た
ず

に
高
成
長
を
実
現
し
た
国
は
な
い
。
輸

出
主
導
の
工
業
化
の
初
期
段
階
で
は
、

資
本
財
や
中
間
財
の
円
滑
な
輸
入
も
重

要
で
あ
る
。
ま
た
、
輸
出
志
向
成
長
戦

略
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
外
国
投
資

の
誘
致
も
必
要
と
な
る
。
本
稿
で
は
、

新
た
な
国
際
環
境
下
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
に

お
け
る
、
輸
出
志
向
・
外
資
導
入
の
成

長
戦
略
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

●
失
敗
し
た
輸
出
戦
略

　

じ
つ
は
二
〇
年
以
上
前
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
も
こ
う
し
た
成
長
戦
略
を
と
ろ

う
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
九
八
八

年
に
登
場
し
た
軍
事
政
権
が
、
四
半
世

紀
に
お
よ
ん
だ
「
ビ
ル
マ
式
社
会
主

義
」
を
放
棄
し
、
貿
易
の
自
由
化
や
外

国
投
資
の
受
入
れ
に
踏
み
切
り
、
対
外

開
放
政
策
を
開
始
し
た
時
で
あ
る
。
こ

れ
は
一
定
の
成
果
を
出
し
た
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
外
国
貿
易
は
九
〇
年
代
か
ら
二

〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
拡
大
し
、
こ
の

期
間
に
輸
出
額
は
一
六
倍
、
輸
入
額
は

一
五
倍
に
増
加
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
軍
事
政

権
下
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
輸
出
志
向
型
成

長
を
達
成
し
た
と
は
い
え
な
い
。
な
ぜ

な
ら
近
隣
諸
国
、
例
え
ば
、
ほ
ぼ
同
時

期
に
対
外
開
放
政
策
を
進
め
た
ベ
ト
ナ

ム
と
比
べ
て
み
る
と
、
二
〇
一
二
年
に

お
い
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
輸
出
額
は
ベ
ト

ナ
ム
の
六
％
以
下
に
留
ま
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
（
図
1
）。
ベ
ト
ナ
ム
の
輸

出
額
は
一
九
九
〇
年
に
は
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
二
・
五
倍
の
規
模
で
あ
っ
た
が
、
二

〇
一
二
年
に
は
一
七
倍
以
上
の
規
模
に

拡
大
し
て
い
た
。
な
ぜ
両
者
の
間
に
こ

の
よ
う
に
大
き
な
格
差
が
生
じ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

　

も
っ
と
も
大
き
な
相
違
点
は
、
両
国

の
輸
出
品
目
の
多
様
化
の
度
合
に
あ

る
。
表
1
は
、
二
〇
一
二
年
に
お
け
る

両
国
の
一
〇
大
輸
出
品
目
の
輸
出
額
と

シ
ェ
ア
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ミ
ャ

ン
マ
ー
で
は
天
然
ガ
ス
が
輸
出
総
額
の

四
一
％
を
占
め
て
い
る
。
天
然
ガ
ス

は
、
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
、
マ
ル
タ
バ

ン
湾
沖
合
で
採
掘
さ
れ
、
タ
イ
に
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
で
輸
出
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら

に
、
ラ
カ
イ
ン
州
沖
合
の
シ
ュ
エ
ー
・

ガ
ス
田
に
お
い
て
開
発
が
進
め
ら
れ
て

い
た
が
、
二
〇
一
三
年
か
ら
中
国
へ
の

輸
出
が
始
ま
っ
た
。
同
国
の
天
然
ガ
ス

輸
出
額
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
一
億
八
六

〇
万
ド
ル
か
ら
、
二
〇
一
二
年
に
は
三

四
億
二
七
〇
〇
万
ド
ル
に
増
加
し
た
。

第
二
位
の
輸
出
品
目
は
木
材
（
シ
ェ
ア

一
四
％
）
で
、
こ
れ
に
衣
料
（
一

二
％
）、
野
菜
・
果
実
（
一
一
％
）
が

続
く
。
こ
の
よ
う
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お

指
数（
19
90
＝
1）
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い
て
は
、
わ
ず
か
四
品
目
が
輸
出
総
額

の
約
八
割
を
占
め
た
。

　

こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
ベ
ト
ナ
ム
の

輸
出
品
目
は
多
様
化
し
て
い
る
。
二
〇

一
二
年
に
お
い
て
、
携
帯
電
話
な
ど
の

通
信
機
器
が
最
大
の
輸
出
品
目
で
あ

り
、
そ
の
シ
ェ
ア
は
一
九
％
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
衣
料
（
一
二
％
）、
靴

（
九
％
）、
電
気
機
器
・
部
品

（
七
％
）、
原
油
（
六
％
）
等
が
続
く
。

一
〇
大
輸
出
品
目
合
計
で
も
、
ベ
ト
ナ

ム
の
輸
出
総
額
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
七

割
程
度
に
留
ま
っ
て
お
り
、
輸
出
品
目

の
多
様
化
が
観
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

ベ
ト
ナ
ム
の
輸
出
総
額
に
占
め
る
原
油

の
シ
ェ
ア
は
、
一
九
九
〇
年
の
三
三
・

四
％
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
一
九
・
七
％

に
、
二
〇
一
二
年
に
は
六
・
二
％
へ
と

低
下
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
輸
出
が
天

然
ガ
ス
や
木
材
な
ど
資
源
中
心
で
あ
る

の
に
対
し
、
ベ
ト
ナ
ム
は
各
種
の
工
業

製
品
を
生
産
し
、
輸
出
額
を
伸
ば
し
て

き
た
の
で
あ
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
で
は
製
品
輸
出
が
本
格
化

し
た
の
に
対
し
、
な
ぜ
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

は
そ
れ
が
起
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
こ
で
は
、
代
表
的
な
二
つ
の
製

品
―
衣
料
品
と
電
気
・
電
子
機
器
―
を

例
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

●�

衣
料
品
の
事
例
―
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
ア
ク
セ
ス
の
有
無
―

　

衣
料
品
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
輸
出
さ

れ
る
数
少
な
い
製
品
で
あ
る
。
図
2
は

ミ
ャ
ン
マ
ー
と
ベ
ト
ナ
ム
の
衣
料
品
輸

出
額
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
を
通
じ
て
、
両
国
の
衣

料
品
の
輸
出
額
は
徐
々
に
増
加
し
た
。

二
〇
〇
一
年
の
時
点
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム

の
衣
料
品
の
輸
出
額
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

そ
れ
の
一
・
八
倍
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
両
国
の
輸
出
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は

二
〇
〇
二
年
以
降
、
乖
離
し
て
い
く
。

ベ
ト
ナ
ム
が
大
き
く
輸
出
を
伸
ば
し
た

の
に
対
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
衣
料
品
輸

出
は
二
〇
〇
一
年
を
ピ
ー
ク
に
下
降
も

し
く
は
横
ば
い
の
状
態
と
な
っ
た
。
そ

し
て
二
〇
一
〇
年
に
お
い
て
は
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
衣
料
品
の
輸
出
額
は
ベ
ト
ナ

ム
の
約
二
〇
分
の
一
と
い
う
低
水
準
に

留
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
大
き
な
格
差
が
つ
い
て

し
ま
っ
た
理
由
と
し
て
、
経
済
主
体
の

違
い
、
マ
ク
ロ
経
済
や
産
業
政
策
の
違

い
、
人
的
資
源
の
違
い
な
ど
様
々
な
要

因
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
最

大
の
要
因
は
両
国
を
取
り
巻
く
国
際
経

済
環
境
の
違
い
に
あ
っ
た
（
参
考
文
献

①
）。
ベ
ト
ナ
ム
が
二
〇
〇
一
年
一
二

月
の
米
越
通
商
協
定
を
梃
子
に
巨
大
な

ア
メ
リ
カ
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
得
た

の
に
対
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
二
〇
〇
三

年
七
月
の
ア
メ
リ
カ
の
制
裁
に
よ
り
、

当
時
ミ
ャ
ン
マ
ー
衣
料
品
の
最
大
仕
向

地
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
市
場
を
失
っ
た

の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
当
時
ア
メ

リ
カ
に
次
ぐ
仕
向
地
で
あ
っ
た
欧
州
連

合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
大
手
バ
イ
ヤ
ー
も
、
ア

表 1　ミャンマーとベトナムの 10大輸出品目（2012 年）
ミャンマー ベトナム

品目 輸出額（100 万㌦） シェア 品目 輸出額（100 万㌦） シェア
天然ガス 3426.5 40.6％ 通信機器 28737.1 19.4％
木材 1149.9 13.6％ 衣料 18153.8 12.3％
衣料 1048.3 12.4％ 靴 13099.4 8.9％
野菜・果実 950.0 11.3％ 電気機器・部品 9888.2 6.7％
魚・甲殻類 302.6 3.6％ 原油 9122.6 6.2％
非金属鉱物製品 280.9 3.3％ 事務機器 7420.1 5.0％
鉄鉱石 233.6 2.8％ 魚・甲殻類 6366.4 4.3％
ゴム 196.9 2.3％ コーヒー・茶 6277.5 4.2％
靴 119.3 1.4％ 家具 5853.6 4.0％
穀物（コメ） 112.5 1.3％ 衣料 4023.9 2.7％
その他 612.8 7.3％ その他 38856.0 26.3％
総額 8433.3 100.0％ 総額 147798.6 100.0％

（出所） UN Comtrade。
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図 2　ミャンマーとベトナムの衣料品の輸出額

ミャンマーにある韓国系大手の縫製工場。日本向け紳士シャー
ツを生産していた（2011 年 9 月 8 日、筆者撮影）

ミャンマーの輸出志向・外資導入の成長戦略  
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メ
リ
カ
の
制
裁
を
嫌
気
し
ミ
ャ
ン
マ
ー

か
ら
の
衣
料
品
の
購
入
を
手
控
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
衣
料
品
輸

出
は
二
〇
一
〇
年
に
は
一
一
三
億
ド
ル

に
達
し
、
輸
出
総
額
の
一
八
％
を
占
め

る
最
大
品
目
に
成
長
し
た
。

　

一
方
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
衣
料
品
輸
出

に
つ
い
て
も
、
二
〇
〇
五
年
に
底
を
つ

け
た
後
、
欧
米
の
制
裁
の
影
響
を
受
け

な
か
っ
た
日
本
お
よ
び
韓
国
向
け
輸
出

で
徐
々
に
で
は
あ
る
が
回
復
し
て
い
っ

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
縫
製
産
業
に
は
国

際
競
争
力
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ベ
ト

ナ
ム
と
の
格
差
を
生
み
出
し
た
の
は
国

際
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
有
無
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

テ
イ
ン
セ
イ
ン
政
権
の
改
革
が
進
む

な
か
で
、
欧
米
諸
国
の
制
裁
措
置
は
緩

和
・
解
除
さ
れ
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
縫

製
産
業
は
国
際
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

回
復
し
、
再
び
成
長
軌
道
に
乗
り
つ
つ

あ
る
。
衣
料
品
輸
出
に
お
け
る
こ
れ
ま

で
の
ベ
ト
ナ
ム
と
の
「
格
差
」
は
、
今

後
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
「
伸
び
代
」
と
な

ろ
う
で
あ
ろ
う
。

●�

電
気
・
電
子
機
器
の
事
例
―
外

国
投
資
の
有
無
―

　

次
に
、
電
気
・
電
子
機
器
に
つ
い
て

見
て
み
よ
う
。
本
稿
で
は
電
気
・
電
子

機
器
を
、
標
準
国
際
貿
易
商
品
分
類

（
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
）
の
第
七
五
類
（
事
務
機

器
等
）、
第
七
六
類
（
通
信
機
器
等
）、

第
七
七
類
（
電
気
機
器
・
部
品
）
に
属

す
る
製
品
と
定
義
す
る
。
電
気
・
電
子

機
器
の
輸
出
は
東
ア
ジ
ア
の
生
産
・
物

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
入
の
度
合
を

示
す
代
表
的
な
指
標
と
さ
れ
る
。
歴
史

的
に
も
、
電
気
・
電
子
機
器
は
多
く
の

東
ア
ジ
ア
諸
国
の
主
要
輸
出
品
目
で

あ
っ
た
。
と
く
に
八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合

意
の
後
、
日
本
お
よ
び
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ

ｓ
の
多
国
籍
企
業
が
そ
の
生
産
基
地
を

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
移
転
し
、
そ
の
結

果
、
ア
ジ
ア
域
内
に
稠
密
な
生
産
・
物

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
た
。

　

図
3
は
、
い
く
つ
か
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
の
輸
出
額
に
占
め
る
電
気
・
電
子

機
器
の
シ
ェ
ア
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
先
進
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
マ
レ
ー
シ

ア
、
タ
イ
で
は
電
気
・
電
子
機
器
の
輸

出
総
額
に
お
け
る
シ
ェ
ア
が
高
い
。
二

〇
〇
〇
年
に
お
い
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
で

は
輸
出
総
額
の
六
割
以
上
、
タ
イ
で
は

輸
出
総
額
の
三
割
以
上
を
電
気
・
電
子

機
器
が
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
両
国

と
も
に
二
〇
一
〇
年
、
一
二
年
に
は
そ

の
シ
ェ
ア
は
低
下
し
て
お
り
、
タ
イ
の

自
動
車
輸
出
の
拡
大
な
ど
、
よ
り
資

本
・
技
術
集
約
的
な
製
品
へ
の
シ
フ
ト

が
観
察
さ
れ
る
。

　

一
方
、
後
発
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
Ｃ
Ｌ
Ｍ

Ｖ
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
）
の
な
か
で
は
、
ベ

ト
ナ
ム
だ
け
が
電
気
・
電
子
機
器
の
輸

出
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
て
い
る
。
と
く
に

二
〇
一
〇
年
か
ら
一
二
年
へ
か
け
て
、

そ
の
シ
ェ
ア
は
一
三
・
六
％
か
ら
三

一
・
一
％
へ
と
急
伸
し
た
。
こ
れ
は
、

韓
国
サ
ム
ス
ン
電
子
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム

で
の
携
帯
電
話
の
生
産
・
輸
出
が
本
格

化
し
た
た
め
で
あ
る
。
表
1
で
通
信
機

器
が
ベ
ト
ナ
ム
の
最
大
輸
出
品
に
な
っ

て
い
た
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。
一

社
の
輸
出
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
た

め
、
こ
れ
を
も
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
が
東
ア

ジ
ア
の
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
組
み
込

ま
れ
た
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
の
第
一

歩
を
記
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
と
は

対
照
的
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
ラ
オ
ス
の
三
カ
国
は
東
ア
ジ
ア
の

電
気
・
電
子
機
器
の
生
産
・
輸
出
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ま
だ
参
入
で
き
て
い

な
い
。
こ
れ
は
こ
の
分
野
に
対
す
る
外

国
投
資
の
欠
如
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。

　

ベ
ト
ナ
ム
の
サ
ム
ソ
ン
電
子
の
例
に

限
ら
ず
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
タ
イ
に
お
い

て
も
電
気
・
電
子
機
器
の
生
産
・
輸
出

は
主
に
外
資
系
企
業
に
よ
っ
て
担
わ
れ

て
い
る
。
一
般
に
発
展
途
上
国
に
お
い

て
、
電
気
・
電
子
機
器
の
よ
う
に
製
品

や
生
産
工
程
が
比
較
的
複
雑
で
、
原

料
・
部
品
と
製
品
の
取
引
が
頻
繁
に
海

外
と
生
じ
る
業
種
に
つ
い
て
は
、
地
場

企
業
が
こ
れ
に
参
入
す
る
の
は
容
易
で

は
な
い
。
こ
の
点
で
は
、
地
場
企
業
の

活
躍
の
余
地
が
あ
る
縫
製
産
業
と
異
な

る
。
国
際
社
会
か
ら
制
裁
を
受
け
て
い

た
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
場
合
、
外
資
系
企
業

が
製
造
業
に
投
資
を
す
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
ミ
ャ
ン

マ
ー
へ
の
外
国
投
資
は
、
水
力
発
電
、

天
然
ガ
ス
、
鉱
業
な
ど
資
源
分
野
へ
集

中
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

製
造
業
へ
の
外
国
投
資
が
少
な
い
の

は
、
イ
ン
フ
ラ
（
と
く
に
電
力
）
の
未

■1990　■2000　■2010　■2012

706050403020100

ミャンマー

カンボジア

ラオス

ベトナム

タイ

マレーシア

（％）

（出所）UN Comtrade。

図 3　輸出額に占める電気・電子機器のシェア
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整
備
、
投
資
認
可
制
度
の
不
備
、
技
術

者
や
中
間
管
理
職
の
不
足
な
ど
、
投
資

環
境
に
問
題
が
あ
る
こ
と
も
影
響
し
て

い
る
。
し
か
し
、
同
様
な
問
題
は
ベ
ト

ナ
ム
に
関
し
て
も
、
と
く
に
一
九
九
〇

年
代
に
は
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
、
や

は
り
外
資
系
企
業
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の

進
出
を
躊
躇
さ
せ
た
最
大
の
要
因
は
、

欧
米
諸
国
を
中
心
と
す
る
国
際
社
会
の

制
裁
に
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。

●�

製
造
業
へ
の
外
資
の
流
入

　

し
か
し
、
近
年
の
欧
米
諸
国
の
制
裁

の
緩
和
・
解
除
に
よ
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

は
「
ア
ジ
ア
最
後
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
と

し
て
多
国
籍
企
業
か
ら
熱
い
視
線
を
送

ら
れ
る
存
在
と
な
っ
た
。
実
際
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
投
資
委
員
会
に
よ
る
外
国
投
資

認
可
件
数
は
、
二
〇
一
一
年
度
の
一
三

件
（
内
、
製
造
業
は
五
件
）
か
ら
二
〇

一
二
年
度
に
は
九
四
件
（
内
、
製
造
業

は
七
八
件
）
へ
と
急
増
し
た
（
図

4
）。
た
だ
し
、
認
可
金
額
は
資
源
分

野
へ
の
大
型
投
資
が
減
っ
た
た
め
、
二

〇
一
一
年
度
の
四
六
億
四
〇
〇
〇
万
ド

ル
か
ら
二
〇
一
二
年
度
に
は
一
四
億
二

〇
〇
〇
万
ド
ル
へ
減
少
し
て
い
る
。

　

製
造
業
投
資
の
な
か
で
は
、
依
然
と

し
て
縫
製
産
業
へ
の
投
資
案
件
が
多
い

が
、
今
後
、
電
気
・
電
子
機
器
、
あ
る

い
は
自
動
車
部
品
な
ど
の
分
野
へ
外
資

の
進
出
が
進
め
ば
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
輸

出
構
造
を
大
き
く
変
え
て
い
く
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。

●
お
わ
り
に

　

今
、
新
た
な
国
際
経
済
環
境
の
下

で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
は
再
び
グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
に
統
合
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
の
機
会
を
活
か
す
た
め
に
は
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
輸
出
志
向
・
外
資
導
入

の
成
長
戦
略
を
と
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
新
た
な
成
長
戦
略
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
は
、
な
に
が
必
要
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
す
で
に
成
長
軌
道
に
乗
っ
て

い
る
縫
製
産
業
や
こ
の
延
長
線
上
の
製

靴
業
の
さ
ら
な
る
発
展
が
重
要
で
あ

る
。
こ
れ
に
続
き
、
電
気
・
電
子
機
器

（
あ
る
い
は
自
動
車
部
品
等
）
の
よ
り

高
度
な
製
品
の
生
産
・
輸
出
に
参
入
す

る
こ
と
が
、
次
の
挑
戦
に
な
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
外
国
投
資
の
誘
致
が
ど
う

し
て
も
必
要
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
や
投

資
環
境
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら

に
は
、
こ
う
し
た
外
来
の
産
業
と
国
内

産
業
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
強
化
し
て
い
く

こ
と
が
、
裾
野
の
広
い
工
業
化
を
実
現

す
る
鍵
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
く
ど
う　
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し
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ア
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研

究
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究
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（出所）CSO, Selected Monthly Economic Indicators（Sept., 2013）。

図 4　ミャンマーの外国投資認可件数（分野別）

ミャンマーの輸出志向・外資導入の成長戦略  
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